
資料１－参考



開発区域内に現存する農地（水田）について 

 

・区域内に現存する農地については、休耕田となり畑地化及び荒廃している農地の現状であるが、

畑地には、広く生息している蛇やミミズ、クモ、ヤスデ、ムカデなどの土壌生物、畑地の近隣には水

田のある地域であるため、水田に生息しているトンボやカエルなどの水生動物が畑地や荒廃地で

も見られるため、生態系への影響に留意願います。 

なお、農地以外の目的として利活用する場合には、農地法の定めによる許可申請や届出、 

 農地の現状が荒廃し、農地として耕作等出来ない場合は、農地を非農地として農地でなくする願出

があります。 

 

 

開発区域外に現存するため池について 

 

・森林や沢地を通して流れ出る水が流入している現存のため池については、森林等の一部が開発区

域内に入ることにより、ため池の上流部に位置する森林が無くなるため、これまでの森林等を通し

て流れ出ていた水量や水質などの変化により、長年築かれてきた水生植物、水生昆虫、魚類、両

生類、鳥類などが生育・生息する良好な環境に影響を及ぼさないよう留意願います。 

 

 

森林の有する多面的機能（水源涵養、土砂災害防止、環境保全機能、生物保全等）について 

 

影響を懸念している多面的機能 

・水源涵養：区域内を源流としていた、ため池に流入する森林を通した水質の向上への影響 

・環境保全機能：野生生物種への影響による減少 

・生物保全：野生生物種の保全 

補足説明資料 












